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ザインに「メリハリ」を付けよう！デデ
　広告の２大要素と言えば、「写真」と「キャッチコピー」。パッと見の印象はこの２つで決まりま
す。他の部分を読んでもらえるかとうかは写真とキャッチコピー次第。「プレゼンテーションのスライ
ド制作や、チラシのデザインが上手くまとまらない……」と思うことはありませんか?そこで見栄えを大
きく変化させるために大切となってくるのが「メリハリ（減り張り）」です。メリハリを付けることで
レイアウトが単調になることを抑えることができます。また、画像や文字の要素の優先順位が明確にな
り、視認性・可読性を上げることができます。
　そこで今回は、デザインにおけるメリハリの出し方についてご紹介いたします。

■メリハリを付けるには文字の色や大きさを変えることが重要！
情報優先度が高いものほど、文字サイズを大きくしたり、基本となる色を決め、情報優先度が高
い部分ほど鮮やかさや明るさを大きくするとより目立たせることができます。

補色で更にメリハリを！補色で更にメリハリを！

代表的な補色の組み合わせ 色の割合

色同士の関係で代表的なものに「補色」というものがあり、互いの色を
最も目立たせる色の組み合わせのことを言います。
この「補色」を利用することで、伝えたい部分を目立たせることができま
す。さらに、「配色の黄金比率」と言われる70％：25％：５％の割合で3つ
の色を組み合わせると、バランスの取れたデザインになりますよ。

ケーキ食べ放題

90 分 1,500 円分 1 500 円

Before

▲文字の大きさ変更+補色 ▲補色を利用したデザイン ▲色の比率を利用したデザイン

After
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春の配色
桜
表；白
裏：赤花

夏の配色
夏萩
表；中青
裏：濃紫

秋の配色
落栗色
表；中蘇芳
裏：中香

冬の配色
雪の下
表；白
裏：中紅梅

Cutina italiana
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平安時代、宮中女性は十二単などの着物の装束の表地と裏地を重ねたときにできる混色
を「重色目・襲色目（かさいろめ）」とばれ、季節に応じて決まり事や名称が伝えられ
ています。当時の絹の衣とは非常に薄く裏地の色が薄く表によく透けるため、透けた
裏地の色まで考慮する、その美意識の高さには敬意を表したいですね。

　表面で紹介したメリハリをつけることと同時に、文字の色やレイアウトに気をつけるとより効果を発揮す

ることができます。情報をいかに正確かつ鮮明に伝えられるかが、レイアウトの良し悪しを左右します。

では実際に目的や要素を踏まえたレイアウトを試してみましょう！

今回のテーマ：
「配置と色で考えるレイアウト」

文字に動きを付けると、
快活なイメージに！

◀

■写真のイメージを文字で際立たせるレイアウト

■複数の情報を整理して分かりやすくしたレイアウト

文字の色や形でイメージ演出

位置を揃えて統一感を

Before After

文字の色や書体を変え

だるけで、読みやすさや

イメージの伝わり方が

変わってきます。

写真を背景に大きく使っていても、
タイトルの色や形によっては
伝えたい内容や雰囲気が
分かりにくくなることも…。

Before After

◀
写真や文字がバラバラな

配置になっているので、

情報が捉えにくい。

2019.4.1(MON) OPEN
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1414それぞれの文字の
両端や画像の大きさ
などを揃えることで
スッキリ見やすくなり
ます。


